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＜連絡事項＞

· プログラムアンケートをスタッフ対象に実施している為、近日中に提出する事。
＜外来情報＞

· 大久保　律子様～調子は良いとの事。乳房のしこりについて癌ではないと言われたと報告して
　　　　　　　　いるが、10/28に検査結果を聞く為、八戸赤十字病院受診予定。同院より手術を
　　　　　　　　勧められたと話される。
　　　　　　　　2週間後、採血・検尿実施予定。

· 田澤　敏勝様　～映画館へ行く予定を立てていると話される。

· 関　秀治様　　～尿失禁について自分から話されることは無いが、主治医から話題を出すと、
　　　　　　　　「水分の摂り過ぎだと思う。昨日、寝る前に水分を控えて寝たら大丈夫だった。」
　　　　　　　　と報告あり。水分摂取量を調整するように説明している。
　　　　　　　　あすなろ交流会では分科会へ参加し、仕事について勉強になったと報告。手の
　　　　　　　　あかぎれは改善している。

· 伊藤　雄一様　～特に変わりない。あすなろ交流会に参加した感想として、「前向きな考え方も
　　　　　　　　あると思った」と話される。

· 田名部　一樹様～自分の服用している薬の量について確認あり。再発や入院について質問聞かれて
　　　　　　　　いる。現在20:00には睡眠取ることが出来ていると話されている為、生活リズム
　　　　　　　　に乱れが無いのであれば入院とはならないことを説明している。

· 関口　禅様　　～退所後の単身生活には慣れてきたと話される。あすなろ交流会へ参加し、楽し
　　　　　　　　かった事を報告されている。

· 北嶋　剛様　　～引きこもりと、睡眠が取れないことが続いていたと報告あり。罹りつけ医院で
　　　　　　　　服薬調整し、最近睡眠は取ることが出来るようになったとの事。又、生活に必要
　　　　　　　　な最低限のことは出来るようになってきたと報告される。

· 村田　昭一様　～血圧は安定しており、しょっぱいものは控えているとの事。欠席時の連絡が無
　　　　　　　　かったことについて、主治医より指導あり。

＜利用者様情報＞

· 清水　泰雅様～来週月曜より正式利用予定。担当：上野

· 繁名　和恵様～「今朝から二重分裂をしているから昼食のケチャップを食べられない」と話される。　
　　　　　　　自分で昼食を準備し、食事なしでのデイケア利用が可能である事を説明し、昼食を
　　　　　　　青山荘で摂取。朝食も、不調の為摂取せずバナナのみを摂取して来所したと話す。
　　　　　　　昼食前になると顔面蒼白となっているが、昼食後には顔色良好。
　　　　　　　12:50　2口程度の嘔吐あり、昼食を少量戻している。バイタルに異常は無く、
　　　　　　　「ムカムカするけど大丈夫」と話され、その後のプログラムへ参加している。

· 横山　耕生様～定時来所することが出来ており、体調不良の訴えも聞かれない。両手の爪が伸びて
　　　　　　　おり、髭も剃った様子は無い。確認に、「爪はいつから切ってないか分からない。
　　　　　　　髭は1週間くらい剃ってない。今日は顔も洗うの忘れた。」と話される。
　　　　　　　⇒　爪が伸びていると危険であることを説明し、切って頂いている。

· 村上　元道様～来所後すぐに頭痛の訴え聞かれている。
　　　　　　　バイタル測定し、体温36.0℃　血圧100/78mmHg。プログラム参加困難との事で
　　　　　　　休んで様子観察としている。昼食時には体調改善したとの事で、以後は不調の訴え
　　　　　　　聞かれない。

· 本多　富美様～水曜に眠剤を２包服用し、飲酒も行ったことを報告あり。
　　　　　　　⇒・翌日にだるさ等が残ることは無かったと話されるが、身体への影響について
　　　　　　　　　説明し、今後同行為を行わないように再度説明している。
　　　　　　　　・疲労が溜まっている事により夜間の睡眠を取れない可能性について本人と
　　　　　　　　　話し合い、体調の良い時にも、運動は程々にするよう説明している。

· 大久保　律子様～表情の冴えなさや、一転してはしゃぐ様子が目立っている。声掛けには、「注射
　　　　　　　　が恐い」と話されるが、詳細を確認すると乳房にあるしこりについて話す。
　　　　　　　　赤田外科を受診していたが、八戸赤十字病院を勧められ、17日より赤十字病院
　　　　　　　　受診。検査施行しているが、検査結果についてはまだ知らされていないとの事。
　　　　　　　　しかし、手術による摘出を勧められたと報告される。「黙っていても痛い。」
　　　　　　　　「両方の胸の真中にしこりがある。」「手術が恐い･･･精神的にも不安でどうしよ
　　　　　　　　う。」と話され、その後も「10日くらいで退院できるよね？」「薬で散らすかも
　　　　　　　　しれないよね？」等、様々確認して来られ、不安な様子が顕著。
　　　　　　　　⇒自宅でも不安により不安定となっていると話される為、短時間でも来所し話を
　　　　　　　　　するように説明。

· 袴田　淑子様～昨日の様子：夕食時に食事を2口ほどしか摂取していないことあり「おやつを
　　　　　　　　　　　　　食べたいから減らしている」と話す。
　　　　　　　本日の様子：プログラム中に水分補給の為席を立つことがあるが、その後廊下歩行
　　　　　　　　　　　　　を行っており、声掛けには「トイレに行くんだった」と、自分の目的
　　　　　　　　　　　　　を忘れている事が見られる。又、エアロビ参加日だが、「水曜にやっ
　　　　　　　　　　　　　たからやらない」と、頑なに拒否されている。
　　　　　　　　　　　　　（水曜は外来受診の為、参加していない）
　　　　　　　⇒・今後も本人の様子を観察していく。又、退席時には棟外へ出てしまうことも
　　　　　　　　　予想される為、所在の確認を行っていく。
　　　　　　　　・食事摂取量の観察を行い、間食の為に調整することの内容に繰り返し説明する。

· 我満　奈津紀様～11/7　16:00～ケア会議実施予定。
　　　　　　　　⇒現在行っていることの振り返りと、今後の支援内容、本人の希望等の検討事項
　　　　　　　　　について月曜の午後より、本人と面談予定。

· 北嶋　剛様～定時前に来所しており、「緊張するから早く来た」との事。棟内の見学と私物を置く
　　　　　　場所の確認後は、他メンバーと交流持っており緊張している様子は見られない。
　　　　　　午後より面談希望されている。

※　風邪症状を訴える方が増加してきている為、利用中の風邪予防の励行を促していく。

＜利用者様検討＞

田中　正士様（66）統合失調症　　変形性脊椎症

○デイナイトケアでの治療計画の確認

1 デイナイトケア内での役割を程よく持ち、全体との関係の中で自発的に動くことが出来るように働きかける。

2 心身能力の維持を図ると共に、達成感・自己効力感の獲得を図る。

○現在の関わり

1 腰部のゆがみが目立っており、体勢を崩すことが多い。
・エアロビなどの運動へは自分から参加されており、体勢を崩した際につかまって行う事や、椅子　
　に座っての参加を促すが拒否されている。
・気温が低くなるにつれて股関節部に痛みがある様子で、叩いていることや抑えながら歩く姿が　
　目立っている。
・杖などの使用については、「歩けるんだから使いたくない」と、拒否されている。
　⇒・痛みについては、定期的に確認していき、座るなど考慮してのプログラム参加を引き続き
　　　促していく。
　　・痛みが強いようであれば、整形受診を勧める。（青風荘へ情報提供し、お兄様と連絡を
　　　取っての受診を勧めて頂く）

2 両下肢の浮腫が目立っている。
・下肢の浮腫を見せることについては抵抗は見られない。
・自分から足の状態を見せて下さることも多いが、日中は椅子で過ごす姿が目立つ。
・畳などを使用して足を伸ばすように促すが、実際に畳に座られていることは無い。
・体重の変動は見られない。
　⇒・足底部にまでの浮腫により、転倒リスクが高くなる事も予想される為、定期的に下肢の確認
　　　を行っていく。

3 尿などの汚染による異臭が強いことがある。
・失禁などの際には自分で気が付くことは出来ており、時に不機嫌となったり妙に気分の高い様子
　が見られる事がある。（青風荘では自分から着替えも行える）
・本人の反応はないが、近くに座っていると異臭が強いことが時折ある。
　⇒・失禁時用の更衣を持参して頂く事も検討するが、本人のプライドを考えると持参するとは
　　　思われない。失禁の後が見られた際には、青風荘へ戻って着替えるように声を掛ける。
　　・異臭の強い時にも、臭いがする事を本人へ伝えての更衣を促す。










